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上
で
白
熱
し
た
競
技
体
験
。

＊
竹
と
ん
ぼ
→
こ
れ
も
初
め

て
の
生
徒
さ
ん
が
大
半
。
で

も
、
コ
ツ
を
掴
む
と
舞
い
上

が
る
様
に
思
わ
ず
歓
声
が
。
 

＊
コ
マ
→
糸
を
巻
く
の
に
ま

ず
苦
戦
。
そ
れ
な
り
に
挑
戦

頂
き
ま
し
た
。
 

＊
羽
子
板
→
要
領
は
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
同
様
で
す
が
、
飛
ん

で
く
る
羽
根
の
ス
ピ
ー
ド
に

ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
。
競
技
性
も

あ
り
、
対
戦
形
式
で
は
大
き

な
歓
声
が
湧
い
て
い
ま
し
た
。
 

 
生
徒
さ
ん
達
も
、
体
験
を

通
し
た
楽
し
さ
を
地
域
の
方
 

々
と
共
有
し
、
交
流
の
場
が

持
て
る
よ
う
活
か
し
た
い
と

感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

協
側
か
ら
は
、
九
名
が
指
導

役
と
し
て
、
共
に
交
流
を
深

め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

千
葉
県
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

学
校
（
小
中
高
）
と
社
協
の
取
組
み
連
携
 

事   業   御  礼 
 本年度、三和地区社会福祉協議会として、 

７月以降、取組んで参りました賛助会員募集 

事業の結果につきましてご報告申し上げます。

 

 皆さまの温かいご理解とご協力の下、個人 

会員ご協力者様145口、団体ご協力賛同者様 

185口、合せて330口（330,000円／(10月20日現 

在）を集計するに至りました。 

 ご協力を賜りました皆様に、心より厚く御 

礼申し上げますと共に、地域に於ける社会福 

祉活動の更なる充実に向けて役立てて参りま 

す。ご協力、誠にありがとうございました。 

2023年度 賛助会員募集 

〔 賛助会員募集事業集計結果（地区別） 〕

※金額換算は口数×1,000 円/1口 

市西地区 48 53 101

養老地区 44 51 95

海上地区 10 61 71

光風台地区 43 18 61

地区合計 145 183 328

向日葵（包括+ケアセンター） 2 2

総計 145 185 330

個人会員
口数

町会等
団体口数

合計 

 
用
意
さ
れ
た
昔
遊
び
は
、

け
ん
玉
・
お
は
じ
き
・
竹
と

ん
ぼ
・
コ
マ
・
羽
子
板
の
五

種
目
。
 

 
高
校
生
側
は
二
十
四
～
五

名
を
一
組
単
位
に
、
三
組
が

そ
れ
ぞ
れ
五
十
分
程
の
時
間

で
各
種
目
を
体
験
。
地
区
社
 

 
去
る
九
月
二
十
六
日
、
市
原
高
校
に
於
い
て
、
生
徒
さ
 

ん
と
地
区
社
協
が
一
緒
に
な
っ
て
、「
昔
遊
び
を
学
ぶ
会
」
 

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
は
、
県
社
協
・
県
教
育
庁
の
指
導
指
針
に
基
づ
く

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
若
い
方
々
に

も
地
域
社
会
に
於
け
る
福
祉
活
動
へ
の
理
解
と
、
参
加
の

機
会
を
広
げ
る
目
的
に
沿
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

 

＊
け
ん
玉
→
昔
や
っ
た
こ
と

も
あ
る
生
徒
も
い
て
、
指
導

員
を
凌
駕
す
る
つ
わ
も
の
も
。

＊
お
は
じ
き
→
初
め
て
目
に

す
る
生
徒
が
大
半
。
シ
ー
ト
 

五
つ
の
 

遊
び
を
準
備
 

コ
ツ
を
掴
む
と
 

湧
き
出
る
歓
声
 

〔 場所を取らずに遊べるけん玉 〕 

〔 対戦形式で白熱したおはじき 〕 

〔 コツさえ掴めば舞う竹とんぼ 〕 

〔 昔は墨塗りもあった羽子板です 〕 

〔 しっかり巻くところポイントのコマ 〕 

 
本
年
歳
末
よ
り
、
他
地
区
 

同
様
に
歳
末
た
す
け
あ
い
事

業
を
展
開
致
し
ま
す
。
 

 
市
西
地
区
で
は
、
現
在
十
 

九
名
の
安
心
訪
問
員
が
、
四
 

十
三
名
の
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 
今
回
は
歳
末
見
守
り
訪
問

に
際
し
、
粗
品
（
防
災
グ
ッ
ズ
）
 

を
お
配
り
し
な
が
ら
、
ご
高
 

齢
者
の
「
声
な
き
声
」
を
拝
聴

し
、
今
後
の
地
域
福
祉
事
業
 

へ
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
具
体
的
に
は
、
十
二
月
十
 

七
日
の
N
W
推
進
委
員
会
に

於
い
て
互
い
の
分
担
を
確
認

し
、
歳
末
の
福
祉
事
業
へ
と
 

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
養
老
で

は
、
歳
末
福
祉
事
業
と
し
て

ご
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
役

立
て
て
頂
こ
う
と
、
マ
ス
ク
 

・
除
菌
ス
プ
レ
ー
・
ホ
ッ
カ

イ
ロ
を
一
セ
ッ
ト
に
し
て
お

配
り
し
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
配
布
時
に
は
養
老

小
学
校
の
子
供
達
が
書
い
て

く
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
 

も
添
え
て
、
各
町
会
長
・
民
 

生
委
員
の
方
々
が
配
布
対
象

の
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
 

 
月
次
の
見
守
り
事
業
に
併

せ
て
、
体
調
の
ご
様
子
や
お

困
り
ご
と
な
ど
を
伺
い
な
が

ら
、
地
域
に
お
住
い
の
住
民

の
皆
さ
ま
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
絆
を
深
め
る
事
業
と

し
て
い
き
ま
す
。
 

 
当
地
区
で
は
安
心
生
活
見

守
り
訪
問
員
二
十
名
の
方
々

が
、
三
十
名
の
訪
問
希
望
者

を
対
象
に
、
月
次
訪
問
活
動
 

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
 
 
 

 
取
分
け
、
十
二
月
は
歳
末

福
祉
事
業
と
し
て
、
両
者
の

絆
を
よ
り
深
め
る
取
組
み
と

し
て
、
贈
答
品
（
焼
き
海
苔
）

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
 

 
十
二
月
十
日
、
訪
問
員
フ
 

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
 

し
、
互
い
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
 

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
と
し

て
お
年
寄
り
に
寄
り
添
う
事

業
展
開
を
目
指
し
ま
す
。
 

 
光
風
台
で
は
七
十
歳
以
上

（
二
百
三
十
余
名
）
の
独
居
の

方
々
を
対
象
に
、
「
ク
リ
ス
マ

ス
菓
子
の
宅
配
」
を
歳
末
福

祉
事
業
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
お
菓
子
に
添
え
ら
 

れ
た
子
供
た
ち
の
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
が
感
銘
を
呼
び
、

た
く
さ
ん
の
方
々
よ
り
お
礼

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本

年
は
、
小
学
生
の
み
な
ら
ず

双
葉
中
の
生
徒
さ
ん
も
活
動

に
加
わ
っ
て
頂
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
 

ー
や
民
生
委
員
は
も
と
よ
り
、
 

小
中
学
生
を
含
め
た
地
域
ぐ

る
み
で
の
歳
末
高
齢
者
福
祉

事
業
へ
と
取
組
み
の
輪
（
和
）
 

が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
 

訪
問
活
動
通
し
 

声
な
き
声
を
拝
聴
 

健
康
気
遣
い
 

N
W
と
絆
深
め
る
 

地
域
の
み
ん
な
が
 

寄
り
添
う
事
業
に
 

歳
末
福
祉
は
 

地
域
ぐ
る
み
で
 

[

市
西
地
区]
 

[

養
老
地
区]

 

[

海
上
地
区]

 

[

光
風
台
地
区]

 

 
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
か
ら
の
助
成
を
原
資
に
、
三
和
地
区
各
小
域
福
祉
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
の
年
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
福
祉
事
業
に
取
組
み
ま
す
。
 

 
内
容
的
に
は
、
安
心
生
活
見
守
り
対
象
者
や
ご
高
齢
者
、
高
齢
独
居
の
方
々
等
、
 

地
区
に
於
け
る
対
象
層
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
を
背
景
に
し
 

各
N
W
推
進
委
員
会
の
企
画
に
沿
っ
た
取
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。
 

足
並
み
揃
え
三
和
地
区
・
四
小
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
西
、
養
老
、
海
上
、
光
風
台
）
 

ふ
れ
あ
い
福
祉
事
業
の
展
開
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新
潟
大
震
災
（
昭
和
三
十

九
年
六
月
）
か
ら
、
わ
ず
か
四

か
月
後
。
日
本
は
ア
ジ
ア
初

開
催
と
な
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
臨
ん
だ
。
 
そ
の

関
係
で
、
拓
洋
は
、
江
の
島
を

会
場
と
す
る
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

の
沖
合
警
備
に
従
事
し
た
。
 

 
そ
の
翌
年
に
は
、
黒
潮
源

流
調
査
と
し
て
、
台
湾
、
フ
ィ
 

リ
ピ
ン
、
パ
ラ
オ
、
パ
プ
ア
ニ
 

 
 
 
 
 
 
 
ュ
ー
ギ
ニ
 

 
 
 
 
 
 
 
ア
等
に
帰
 

 
 
 
 
 
 
 
港
し
な
が
 

 
 
 
 
 
 
 
ら
の
遠
洋
 

 
 
 
 
 
 
 
航
海
も
体
 

 
 
 
 
 
 
 
験
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
南
太
平
 

 
 
 
 
 
 
 
洋
の
煌
め
 

 
 
 
 
 
 
 
く
美
し
い
 

 
 
 
 
 
 
 
海
が
思
い
 

 
 
 
 
 
 
 
出
さ
れ
る
。
 そ

の
翌
年
（
昭
和
四
十
一

年
二
月
四
日
）
に
起
こ
っ

た
痛
ま
し
い
記
憶
も
蘇
る
。
 

 
そ
れ
は
四
日
の
夕
刻
、

私
が
当
直
勤
務
で
受
け
た

突
然
の
電
話
か
ら
始
ま
る
。
 

『
羽
田
沖
に
旅
客
機
が
墜

落
し
た
模
様
、
各
船
は
直

ち
に
同
海
域
へ
向
え
！
』

の
指
令
だ
っ
た
。
帰
宅
途

中
の
者
も
含
め
、
非
常
招

集
を
発
令
。
出
航
準
備
を

整
え
、
現
場
海
域
へ
出
動
。

東
京
湾
は
穏
や
か
な
月
の
 

光
に
満
ち
て
い
た
。
 

 
先
行
艇
か
ら
の
位
置
情

報
に
基
づ
き
集
結
し
た
各

船
は
、
搭
載
艇
で
の
救
助

活
動
に
奔
走
し
た
が
、
結

果
は
乗
員
・
乗
客
百
三
十

四
名
全
員
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
る
当
時
と
し
て
最
悪

の
航
空
機
事
故
だ
っ
た
。
 

 

っ
た
。
着
任
早
々
、
大
捕
物

が
待
っ
て
い
た
。
 

 
木
更
津
・
川
崎
間
の
フ
 

ェ
リ
ー
内
で
、
賭
博
が
開

か
れ
る
と
の
内
定
調
査
か

ら
、
二
十
数
名
を
現
行
犯

逮
捕
。
も
う
一
件
は
大
型

船
に
給
油
す
る
五
百
㌧
級

タ
ン
カ
ー
が
C
重
油
を
温

め
て
、
増
量
分
を
転
売
し

て
い
た
事
件
で
、
関
係
者

全
員
を
背
任
罪
・
ぞ
う
物

故
買
罪
で
一
斉
検
挙
し
た
。
 

元

千
葉
県
警
察
本
部
 

水
上
警
察
隊
 

佐
川
 
良
晴
 

シ
リ
ー
ズ
④
（
最
終
）
 

 
四
十
三
年
四
月
に
な
る

と
、
海
上
保
安
学
校
研
修

科
へ
の
入
校
を
命
じ
ら
れ
、

九
月
ま
で
の
六
か
月
間
、

船
舶
幹
部
育
成
を
目
的
と

し
た
研
修
に
臨
ん
だ
。
 

 
そ
の
結
果
、
海
技
士
免

状
の
取
得
と
合
わ
せ
、
成

績
優
秀
の
表
彰
と
と
も
に

特
別
昇
級
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
。
 

 
四
十
四
年
七
月
、
私
は
 

千
葉
海
上
保
安
部
に
移
動

と
な
り
、
「
ゆ
き
か
ぜ
」
と

い
う
巡
視
艇
に
配
属
と
な
 

回顧録 

統
括
船
長
 

 
四
十
一
年
四
月
、
私
は

本
庁
燈
台
部
所
属
船
で
あ

る
若
草
へ
異
動
し
た
。
 

 
若
草
は
、
全
国
の
主
要

な
燈
台
の
業
務
監
察
と
、

必
要
物
資
の
配
布
が
任
務
。

四
月
早
々
か
ら
三
か
月
を

か
け
本
州
を
回
る
任
務
に

つ
き
、
そ
の
後
も
夏
は
伊

豆
七
島
・
北
海
道
を
周
回
。

秋
は
九
州
と
周
辺
諸
島
、

冬
は
四
国
と
瀬
戸
内
海
沿

岸
を
回
る
予
定
が
組
ま
れ
、
 

三
年
間
に
亘
り
日
本
を
周
 

回
し
た
。
 

 
そ
の
頃
、
千
葉
県
警
は
、

成
田
空
港
開
港
を
め
ぐ
る

過
激
派
対
策
が
重
視
さ
れ
、

千
葉
港
沿
岸
の
燃
料
基
地

や
空
港
関
連
施
設
の
防
御

対
策
と
し
て
大
型
警
備
艇

導
入
と
、
そ
の
船
長
を
求

め
て
い
た
。
 

 
白
羽
の
矢
が
私
に
立
っ

た
も
の
の
、
保
安
庁
側
か

ら
の
強
い
慰
留
も
あ
り
、

正
に
板
挟
み
状
態
だ
っ
た
。
 

 
四
十
五
年
に
な
り
、
保

安
庁
と
千
葉
県
警
と
の
人

事
交
流
が
決
着
。
同
年
七

月
一
日
付
け
で
私
の
千
葉

県
警
転
出
が
決
ま
っ
た
。
 

 
県
警
転
属
後
の
船
長
と

し
て
の
体
験
や
、
様
々
な

思
い
出
を
原
稿
上
で
は
綴
 

っ
て
み
た
も
の
の
、
そ
れ

ら
の
掲
載
は
、
紙
面
制
約

上
困
難
と
判
断
し
、
一
旦

は
ま
と
め
に
入
り
た
い
。
 

 
退
職
し
た
の
は
、
平
成

十
七
年
の
三
月
。
四
十
二

年
間
に
亘
る
法
に
基
づ
く

海
上
に
於
け
る
公
務
執
行
。

家
庭
の
こ
と
は
、
全
て
妻

ま
か
せ
。
口
に
は
出
さ
な

い
が
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
る
。
今
後
は
妻
共
々
地

域
の
人
々
と
の
交
流
を
図

り
、
社
会
貢
献
出
来
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。
 

勧
誘
と
慰
留
に
 

揺
れ
る
心
 

津
々
浦
々
の
海
上
監
察
 

 
概
ね
売
上
金
の
十
％
程

度
を
寄
付
と
す
る
出
品
者

が
一
般
的
で
し
た
が
、
中

に
は
バ
ザ
ー
同
様
全
品
寄

附
と
し
て
、
売
上
金
受
け

取
り
を
遠
慮
さ
れ
る
方
も

お
り
、
結
果
的
に
社
協
福

祉
活
動
費
に
寄
せ
ら
れ
た

金
額
は
七
万
四
千
二
百
八

十
円
が
計
上
さ
れ
る
に
至

り
ま
し
た
。
 

 
初
め
て
の
試
み
で
も
あ

り
、
出
品
者
側
の
遠
慮
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

ﾌ
ﾘ
ﾏ
の
趣
旨
を
ご
理
解

頂
き
、
応
分
の
対
価
を
受

け
取
っ
て
頂
け
る
よ
う
、

今
後
の
運
営
へ
の
課
題
と

し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
次
年
度
の
更
な
る
充
実

開
催
に
向
け
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

催
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
今
回
取
組
ん
だ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
従
来
の
福

祉
バ
ザ
ー
が
献
品
（
無
償
）

に
よ
る
出
品
で
構
成
さ
れ

て
き
た
の
に
対
し
、
基
本

的
に
有
償
で
の
出
品
を
募

り
、
売
価
も
出
品
者
自
身

が
決
定
。
し
た
が
っ
て
、
売

却
金
は
出
品
者
に
帰
属
し
、

そ
の
売
上
金
の
中
か
ら
任

意
の
金
額
を
社
協
の
福
祉

活
動
費
と
し
て
ご
寄
付
頂

く
、
こ
の
点
が
福
祉
バ
ザ
ー

と
異
な
る
特
徴
点
で
す
。
 

 
両
日
共
に
、
こ
の
時
期

と
は
思
え
ぬ
暖
か
な
晴
天

に
恵
ま
れ
、
賑
や
か
な
開
 

 
三
和
地
区
社
協
は
、
新
た
な
地
域
交
流
事
業
と
 

し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
企
画
。
 

 
そ
の
初
の
試
み
と
し
て
、
十
一
月
四
日
・
五
日
 

（
土
日
）
の
サ
ン
コ
ミ
祭
り
に
出
店
参
加
し
、
地
 

域
の
理
解
と
交
流
を
深
め
る
一
助
と
し
ま
し
た
。
 

【 お疲れ様と帰宅もお供 】 

【 NW推進委員がお供に 】 

【 国分寺台せんどうに到着 】 

【 いざカートを押して買い物へ 】 

き
ま
し
た
。
 

取
組
み
ま
し
た
。
 

 
こ
の
取
り
組
み
は
、
地

域
の
社
会
福
祉
法
人
・
三

和
会
の
特
別
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
「
あ
じ
さ
い
苑
」
の
協

力
（
車
両
・
運
転
者
・
保

険
の
提
供
）
を
頂
き
、
市
西

地
区
の
小
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
利
用
者
の
サ
ポ
 

ー
ト
を
担
当
。
こ
の
度
は
、
 

武
士
町
会
・
三
又
町
会
の

三
名
の
利
用
希
望
者
を
対

象
に
、
買
い
物
の
送
迎
に
 

 
地
域
の
高
齢
化
対
 

応
施
策
と
し
て
期
待
 

の
高
ま
る
買
い
物
ツ
 

ア
ー
。
 

 
先
行
展
開
中
の
光
 

風
台
に
続
き
、
こ
の
 

ほ
ど
市
西
地
区
で
も
 

試
行
的
な
運
航
が
ス
 

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

 
今
回
、
こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
た
方
々
に
感
想
を
伺

う
と
、
「
自
分
の
目
で
見
て

買
い
物
が
出
来
、
本
当
に
あ

り
が
た
か
っ
た
。
」
 

「
ま
た
是
非
参
加
し
た
い
。
」
 

「
皆
さ
ん
と
の
会
話
が
楽
し

か
っ
た
。
」
と
の
好
評
を
頂
 

 
同
地
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

高
山
会
長
は
、
「
毎
月
第
三

火
曜
日
・
月
一
回
の
サ
イ

ク
ル
で
、
来
年
三
月
ま
で

試
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
 

「
来
年
四
月
以
降
は
、
制
度

の
定
着
へ
向
け
、
利
用
者

の
声
や
希
望
者
の
推
移
を

見
守
り
つ
つ
、
今
後
の
対

応
を
進
め
て
行
き
た
い
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
」
と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 
制
度
の
問
い
合
わ
せ
は
、

地
区
民
生
委
員
又
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
ま
で
。
 

三和地区社協はじめての 

フリーマーケットに取組む 

市西小学校区 

小域福祉NW 

買
い
物
ツ
ア
ー
の
試
行
ス
タ
ー
ト
！
 

地
域
高
齢
者
福
祉
の
期
待
担
う
 

あ
じ
さ
い
苑
の
 

協
力
を
得
る
 

利
用
者
か
ら
も
 

好
評
の
声
 

毎
月
第
三
火
曜
日
 

実
施
サ
イ
ク
ル
は
 

 市西地区小域福祉ネットワークでは、10月24日から、買 

い物ツアーの取組みを開始しました。 

 三和地区では光風台に続き2番目の取組みとなりますが、 

残る2地区(海上・養老)も今後へ向け検討を進めています。 

〔 季節外れの暖かさに賑う会場の様子 〕 

〔 社協初取組みの出店ブース 〕 


